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実践報告

自閉症 ス ペ ク トラム 児 に対する報告行動成立の 事例的検討

　　　　　　　 一
行動連鎖の確立 に着目 して 一

河南　佐和呼
＊ ・野 呂　 文行

＊ ＊

　本研究 は、自閉症 ス ペ ク トラ ム 児 1名 を対象に、報告行動の 成立 に必要な指導条件

の 検討を行 っ た 。 標的行動 は静止画の 名前 を 5m 先の 聞 き手に報告す る行動で あ っ た 。

ベ ース ラ イン期で は報告行動 は生起せ ず逸脱行動が見 られ た た め 、 報告行動を4つ の

単位行動に課題分析 し介入 を実施 した 。 介入 1 は 聞き手が静止画の 内容を絵カ ー
ドで

呈示 した 。 介入 皿 は静止画呈示時に 該当す る絵カ ー ドの 選択を求め、聞き手まで 携帯

し参照しなが ら報告す る指導 を実施 した 。 その 結果 、 報告行動の 生 起は安定 したが移

動に伴 う逸脱行動は生起 し続 けた。そのため、 トラ ンポ リ ン遊 びを強化 に加えたとこ

ろ、逸脱の 生起頻度は低下 した 。 般化条件 （刺激 ・対人 ・場所）にお い て も報告行動

は維持 し 、 聞 き手が反応 を返 さない 条件で は 、 聞 き手の 注意 を喚起する行動が み られ

た 。 本研究の 結果は、報告行動に必要 な行動連鎖 を構成す る単位行動に着 目した指導

の 有効性 と い う観点か ら考察された 。
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1．問題 と目的

　周囲の 出来事、 ある い はその 時の 自分の 気持

ちを他者に伝達する報告行動は 、 家庭や幼稚 園・

保育園 、 学校 生活を送 る上 で 、子 どもと周 りの

大人の 双方に と っ て 重要 な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン

で ある 。 例 えば、幼稚園で の 出来事 を家庭で 報

告す る場面や、楽 しか っ た気持 ちを先生 に報告

する場面 などが 、 報告行動の 日常的 な例 と して

考え られ る 。 報告行 動 は叙述 的 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の ひ とつ と考えられる （伏見 ，
1997）が 、

自閉症 ス ペ ク トラ ム 児 （以下 ， ASD 児 と略す）

は叙述 的 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 発達 に困難 さを

抱 えて い る こ とが示 されて きて い る （Ferstcr，

1961；Wetherby＆ Pmtting， 1984）。

　ASD 児が 報告行動 に 困難 を示 す理 由 と して 、
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一

に報告行動にお ける弁別刺激の 問題が考 え

られ る 。 Naoi ，
　Ybkoyama ，

　and 　Yamamoto （2007）

は報告に 関して 、 命名 と の 違 い の ひ とつ に 、 聞

き手が報告対象を直接見 る こ とで きない 点を挙

げて い る。つ まり、聞き手が 存在する場面 （報

告す る場面〉と報告対象が存在する場面との 問

に時 間的 ・空 間的距離が ある こ とが報告の 特徴

とい える 。 仮に 事物の 命名が 可能な
一

方で 、報

告 に困難 を示す ASD 児の 場合 は 、 こ の 時間的 ・

空間的距離の 存在 が 、 その 困難の 要因 とな っ て

い る可能性がある。 したが っ て 、報告時に報告

対象に 関す る弁別 刺激が 直接存在 し な い こ と

が 、 報告 を困難 に して い る と考 えられる 。

　第二 に 、 ASD 児が報 告行動 を困難 と して い

る 理由 と し て 、 強化が 十分 に 機能 して い ない 可

能性 があ る 。 報告行動 は、要求行動 とは異な り、

聞 き手か らの社 会的 な強化 （例えば ， 「あ りが

と う」） に よ っ て 維持 さ れ て い る （Skinner，
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1957）。 ASD 児 は言語賞賛 とい っ た社会 的強化

が 機能 し に くい こ と が 知 られ て い る （Ferster，

1961）ため、た とえ報告が生起 して も、社会的

強化の 機能性が低 い こ とに よ っ て維持 され に く

い と考えられ る 。 報告行動 の 形成の 際 には、対

象児に とっ て 強化的な事象が随伴する設定を用

意す る必要が ある と考 え られ る 。

　応用行動分析学で は 、 課題分析 とい う方法で 、

複数の 行動で 成 り立 っ て い る 行動連鎖を指導す

る 。 課題分析 とは、行動連鎖 にお ける各々 の 単

位 行 動 の 弁別刺 激 と 反 応 を 特 定す る 方 法

（Miltenberger， 2001）で あ る 。 本研 究で 取 りあ

げる報告行動に つ い て も、 単一の 行動として捉

える の で は な く、複数 の 行動で 成立 して い る行

動連鎖 として捉える こ とが 可能で ある。

　報告行動を課題分析す る と 、 （1）報告対象 （弁

別刺激）の ところ へ と移動す る 、 （2）報告対象

（弁別刺激） を見 る 、 （3）聞 き手 の とこ ろ へ 移

動す る 、 （4）報 告する 、 とい う大 きく4つ の 単

位行動で構成 され て い る と考えられ る 。 報告場

面 （（4）の 場面）にお い て 、（2）で 見た報告対

象が物理 的に存在しな い とい う報告の 特徴 を考

えた場合 、 （4）の 場面で 、 弁別刺激 を想起 させ

るための付加 的な刺激 を呈示する こ とが 有効で

あ る可 能性が 考え られ る 。

　以上 の こ とか ら本研究で は、目の 前の 事物の

命名は可能で あるが 、時間的 ・空 間的に距離 の

あ る場 面で の 報告行 動 を困難 と し て い る ASD

児 に対 して 、 その 行動の 指導を実施 した 。 その

際 、 指導開始前の ベ ース ラ イン期で の対象児の

実態を課題分析 し、そ の 分析結果 に基づ い て指

導を開始した 。 報告対象 と聞き手に時間的 ・空

間的な距離が ある こ とか ら生 じ る 困難性 、 なら

びに強化 の 機能性 とい う観点か ら、 必要な指導

方法に つ い て検討を行 っ た 。

　ま た、指導 し た 報告行動 を評価 す る た め

に、刺激般化 ・対人 般化 ・場所般化 を測 定す

る と と もに 、 そ の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン機能を

評価する た め、聞き手が 報告 に気付 か ない 振

りをす る コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・ブ レイ ク ダ ウ

ン （communication 　breakdown）（Brady，
　Steeples，

＆ Flerning， 2005）も実 施す る こ と とした 。 コ

ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ・ブ レ イ ク ダ ウ ン は河南 ・野

呂 （2014）で 実施 した 手続き と同様に 、対象児

の 報告が伝 わらない 状況 （Nonacknowledgment ）

で 異 なる反応 （repair ）を生起 させ る こ とが 可

能か ど うか 検討 した 。

皿．方法

　 1 ．対象児

　幼稚園に通 う、医療機関に て 自閉症ス ペ ク ト

ラ ム と診 断 され た男 児 1 名 （以 下A 児 とす る）

を対象 と した 。 生活年齢 6歳 3 ヶ 月の 時に測定

さ れ た 新版K 式発達検杏 2001の 結果、全領域

DQ57 、認知 ・適応 DQ59 、言語 ・社会 DQ55 で

あ り、発達年齢は全領域で 3歳 6 ヶ 月で あ っ た 。

A 児は B 大学で 実施 して い る教育相 談を 5 歳 の

頃か ら週 1 回受けてお り、研究 開始時には、着

席 して課題 に取 り組む行動は形成 されて い た 。

　大学 で の セ ッ シ ョ ン を通 した行動観察 よ り、

A 児は特定の 対象に注意 を向ける こ とに困難さ

が み られ 、 特に 机上 で 取 り組 む課題 にお い て 、

斜め上 を注視 して 静止 して しまう様子が しば し

ば観察され た 。 また、特定の音に過敏にな る傾

向があ り、耳 を両手で 押 さ える行動も頻繁 にみ

られた 。 さらに 、 課題の 途中で 、 相手の顔 を見

て 笑い なが ら走 り出す こ とが あ り、追い か け っ

こ を楽 しむ よ うな様子 も観察 され て い た 。

　言語的特徴 と して は 、 遅延性の エ コ ラ リア が

頻出 して お り、 他者か ら言 われ た 言葉 を繰 り

返 し表出する こ とが あ っ た 。 また、「押 さ ない

よね」 と否定的な内容を相手に 向か っ て言 い 、

相手が 反応 する まで 表出 し続ける こ ともあ っ

た 。

一
方 、 遊び場面で 、使用頻度の 高 い 玩具 に

関 して は 、 「○○先 生ボ ール して 」 の よ うに 、

呼びか けてか ら言語的に要求す る こ とが可能で

あ っ た 。 た だ し他の 場面で は 、 要求語 を表 出す

るに は、プ ロ ン プ トや遅延時間 を設 ける必要が

あ っ た 。 叙述 的な 機能 をもつ 言語 表出は セ ッ

シ ョ ン場面 で は ほ とん ど観察され な か っ た。ま

た 、 母親か らの 聞 き取 りで は 、 他者 に伝言 を求

め た時 に、相手の もとへ 行 っ て も内容 を伝達で
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きな い 様子が報告されて い た。

　 2．セ ッ テ ィ ング

　B 大学の プ レ イル ーム で 実施 した 。 A 児 と聞

き手が対面 して着席する机を部屋 の
一
角に 置き

（報告場所）、そ こ か ら5m 程 度離れた場所 に 静

止画 を呈示す るモ ニ タ
ーを設置 （刺激呈示場所）

した （Fig ．1）。 モ ニ タ
ー

は 聞 き手 か ら見 えない

よ う、またA 児が呈示者を見 ない よう、 左右を

衝 立て で挟ん だ 。 A 児は聞き手の 指示 に よ っ て

モ ニ タ ーまで 移動 し、静止画を見た後に聞き手

の もとへ 戻 っ て その 名前を報告する こ とが求め

られ た。また、 トラ ン ポ リ ン は 、 セ ッ シ ョ ン を

通 して、プ レイル
ーム の中央 に置かれた 。

　 3 ．指導期間

　指導期間は、 X 年 7月〜X ＋ 1年 2 月で あっ た 。

　 4 ．マ テ リア ル

　A 児が 命名可能 な様 々 な種類 の 静止 画 を 12

個選定 した 。 静止画は 、 電車、ア ン パ ン マ ン、ケ ー

キ 等で あ っ た 。 6個 1セ ッ トと し、 トレーニ ン

グ刺激 として 2 セ ッ ト用意 した 。 また 、 般化刺

激と して、 ト レーニ ン グ刺激 とは異なる 刺激 を

12個選 定 した。 般化刺激 は 、 刺激般化期 で の

み 用 い た 。 静止画は 1 つ ずつ ラ ン ダム に呈示 さ

れた 。

　 5 ．手続き

　（1）ベ ース ラ イ ン期 ：報告行動の 課題分析を

行 っ た 。 聞 き手は A 児 と対面 し て 着席 し、「見

て きて教 えて」 と刺激呈示場所 を指差 して指示

した。A 児は モ ニ タ
ーの 前 まで 移動 し、 呈示 さ

れた静止画 を見た後、再度聞き手の 前 へ 戻 っ て

見 た静 止画 の 名前を報告す る こ とが 求め られ

た 。 聞き手 は A 児 が着席 した 後 、 「何見 た の 」

と質問 をした 。 A 児が 直前に 呈示 され た静止 画

の 名前を報告で きた場合には、「OO 見たん だ、

教 えて くれて あ りが と う」とい う言語賞賛と く

すぐりを行 っ た 。

一方 、 無反応や誤反応 を示 し

た場合 に は、それ らを行わず 、 次 の刺激 を見に

行 くよ う指示 した 。 6試行 1ブ ロ ッ ク とし、1

ブ ロ ッ ク ご と に ト レーニ ン グ刺激 （セ ッ ト 1 ，

2）を交替 した 。

　（2）介入 1期 ：ベ ー
ス ライ ン期 における課題

分析 よ り、 「報告す る」行動を生起 させ る こ と

を標的 とした 。 報告場面で A 児が着席 した ら、

聞 き手は静止画が描かれ た絵 カ
ー ドを 2枚呈示

し、「今見た の どっ ち」 と尋ねた 。 絵 カ ー ドの

うち 1枚 は A 児が 直前 に 見た静 止画 の 絵 カ ー

ド、 もう 1枚は トレーニ ン グ刺激の 中か らラ ン

ダム に選定 された 。 A 児 はその 場で選択を して、

そ の 静止 画の 名前 を報告す る こ とが 求め られ

衝

立

静止 画

（モ ニ タ
ー
）

○

／
一

轍 呈 示 場所

o
，　 　 ．／　 　 5m ． 幽　マ

座
齒

Fig．1　本研究で の 指導セ ッ テ ィ ン グ
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た 。 介入 1期の 途中 （7 ブ ロ ッ ク） よ り、聞 き

手 と異 なる指導者 （以下 ， ST と略す）が 移動中 、

手を繋 い だ り肩 を抱 えた りす る身体 ガイダン ス

を実施 した。A 児が 絵カ ー ドを選択 して 適切 に

報告で きた場合の み、聞 き手 は言語賞賛 とくす

ぐりを行う分化強化を実施 した 。

　 （3）プロ ーブ 1 期 ：介入 1 期 で 使用 した絵

カ ー ドを撤 去 した 。 また 、 ST に よる 移動の 身

体 ガ イ ダ ン ス は継続 して 実施 した 。 その 他 は 、

ベ ー
ス ライ ン期 と同条件で あ っ た 。

　 （4）介入 皿期 ：報告時、よ り確実に 弁別刺激

を参照で きる よ う、モ ニ ターの 前に カ ー ドボー

ドを設置 し 、 6 つ （1ブ ロ ッ ク 中に呈示 され る

全て の 静止画）の 絵カ ー ドを マ ジ ッ クテ
ープ で

貼 り付 けた 。 刺激呈示 中ある い は直後に、カ
ー

ドボー ドか ら見た絵カ ー
ドを 1 枚選択 し、それ

を持 っ て 聞 き手 の い る報告場面 に戻 る こ とが 求

め られた 。 A 児 は報告場面で、絵カ
ー

ドを参照

して報告するこ とが可能だ っ た 。 23〜25 ブ ロ ッ

ク、28 ブ ロ ッ ク は 、 ST に よ る 移動 の 身体 ガ イ

ダ ン ス が実施 されたが 、 それ以外 の ブ ロ ッ クで

は ガ イ ダ ン ス は撤去 され た 。 また 、 32ブ ロ ッ

ク以降、適切 な報告行動が生起 した直後に 、言

語賞賛に加えて聞 き手と
一

緒 に トラ ン ポ リン を

跳ぶ 強化 を実施 した 。

　 （5） プ ロ ーブ 皿期 ：介 入 H 期 で 使用 した絵

カ ー
ドを撤去 した 。 ただ し、 トラ ン ポ リ ン によ

る 強化 は継続 して 実施 した 。 そ の 他は、ベ ース

ラ イ ン 期 と同条件であ っ た。

　 （6）刺激般化期 ：般化刺激セ ッ トを用 い て 実

施した 。 トラ ン ポ リン に よる強化 は継続 して 実

施 した 。

　 （7）プロ ーブ皿期 ： トラ ン ポ リ ン によ る強化

か ら、31 ブ ロ ッ ク以 前で 実施 し て い た 言語賞

賛に よる強化 に戻 し、ベ ース ラ イ ン期 と同条件

で 実施 した 。

　 〔8）対人般化期 ； 聞 き手を新規の 人物 に変更

して 実施 した 。 た だ し 、 A 児に と っ て 既知 の 人

物 で あ っ た 。

　 （9）場所般化期 ： 聞き手の待機位置を固定せ

ず 、 プ レイル ーム 内の い ずれか の場所 に毎試行

移動 した 。

　 （10）注意 喚起 条 件期 ：A 児 の 報告 に対 し 、

聞 き手がす ぐには気が つ か ない 振 りを した 。 A

児が 聞き手の 注意をひ く行動を示せ ば 、 即時 に

言語賞賛とくすぐりに よる強化を行 っ た 。

　 6．報告行動の正反応率 と逸脱行動の生起率

　　　の定義

　A 児が 直前に 見た刺激の 名前を聞 き手 に報告

で きた場合 を 、 報告行動の 正反応 とした 。 報 告

行動 の 正反応率 は、「1 ブ ロ ッ クの 正反応数 亠 1

ブ ロ ッ ク の 試行数 x100 」 の 式に よ っ て 算 出 し

た。また、「移動中に ST に よる ブ ロ ッ ク を必 要

と した 回数 （往路 復路各合計）亠1 ブ ロ ッ クの

機 会数 （12回）× 100」 を逸脱 行動の 生起率の 式

と し、往路 、 復路 それぞれ にお い て算 出 した 。

　 7 ．デ ータの 収集方法な らび に信頼性の算出

　指導の 様子 はすべ て ビ デ オ カ メ ラ で 撮影 し、

それ に基づ い て A 児の 反応が観察 された 。 デ
ー

タの 信頼性は、観察者 間の 一致率 に よ り求め ら

れた 。 全 ブ ロ ッ クの 約 30％ に該当するデ
ー

タ

に つ い て 各期か ら ラ ン ダ ム に抽出 し 、 研究 と直

接関係の ない 記録者が 、 実際の 記録者 とは独立

して ビデ オ観察 を行 っ た 。 観察対象とな っ た行

動は、報告行動 と、移動 中の 逸脱行動で あっ た 。

観察者 間
一致率は 、

一
致した 反応数を観察対象

とな っ た 全試行数で 除した数に、100を掛けた

百分率で 算出され た 。 その 結果 、

一
致率 は 、 報

告行動で は 94．8％ 、逸脱行動で は 99％ で あ っ た 。

皿．結果

　 1 ．報告行動の 正反応率 の 推移

　A 児の 報告行動の 正反応率を、Fig．2の 上段

に示 した 。ベ ース ラ イ ン 期の 報告の 正 反応率 は

平均 17％ で 、「テ レ ビ見た」の よ うに静止画 の

名前で は なく刺激 を 呈示す る モ ニ ターに 注 目し

た報告がほ とん どで あ っ た 。 介入 1期 に入る と 、

絵 カ ー
ドが呈示 され たこ とで 、 4 ブ ロ ッ ク 目で

は 正 反応 率は 83％ に 上 昇 し た 。 た だ し、 5 、 6

ブ ロ ッ ク 目で は、両方の カ ー ドに つ い て も命名

した り、正答で はな い 方の静止画の 名前を報告

した りす る様子が み られ、正 反応率は低下 して
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い っ た 。 しか し、移動 にお ける 身体 ガ イダン ス

を開始 した 7 〜 10 ブ ロ ッ クで は、正反応 率 は

平均 92％ と な っ た。プ ロ
ー

ブ 1 期の 正 反応率

は平均 64％ と な り、
ベ ース ラ イ ン期 よ りも上

昇 したが 、 ブ ロ ッ クに よっ て正反応率 に大 きく

差異が み られた。介入 H 期に入る と、報告場面

にお い て 絵カー ドを参照で きた こ とか ら、23〜

25 ブ ロ ッ ク の 正反応率 は 100％ を示 した 。 また 、

移動時の 身体 ガイダ ン ス を撤去 した後 も、 83％

以上 （5／6試行 以上）の 正 反応率を維持 した 。

プ ロ
ー

ブ H 期で は、絵カ
ー

ドが 撤去 され た直後

（39 ブ ロ ッ ク）の 正 反応率は 67％ に低下 したが 、

その 後は再 び 83％以上 の 正 反応率を示 した 。 刺

激般化期、プ ロ
ーブ皿期 にお い て も同様に 83％

以上の 正反応率で あ り、対人般化期、位置般化

期、注意喚起条件期で は 100％の 正 反応率 を示

した 。

　 2 ．逸脱行動の生起率の変化

　A 児 の 逸脱行動 の 生起 率 をFig．2 の 下段 に示

した 。 また、強化 と期の 違 い ご とに算出した逸

脱行動の 平均生起率 を、 横 の 点線で 示 した 。
ベ ー

ス ライ ン期で は 、 特 に刺激呈示場面か ら報告場

面へ の 移動にお い て、別の 方向へ 走 り出す、空

調 の ス イ ッ チ を触る とい っ た 逸脱行動が 頻発

し 、 平 均 59％ の 生 起率 で あ っ た 。 介入 1 期 に

入 り、 移動の 逸脱行動の 生起率 は低下 した もの

の 、 常 に ST が 逸脱 を防止する必要が あ っ た 。 7

ブ ロ ッ ク 目よ り、 逸脱行動 に対す る予 防的対応

と して 、 ST が 手 を繋 い だ り肩 を抱 え込 ん だ り

して 移動する条件 に変更 した 。 25ブ ロ ッ ク 目

までそ の 条件を継続 し、報告が 安定した 後の 26

ブ ロ ッ ク 目で ガ イ ダ ン ス を撤去 した と こ ろ、

26 、 27 ブ ロ ッ ク におい て 逸脱行動が生起 した 。

その ため 、 28ブ ロ ッ クで 再度 ST に よ る ガ イダ
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　　　　　　　　Fig．2　報告行動 の 正反応率 （上段） と逸脱行動 の 生起率 （下 段）

注 1）網掛けは，刺激一聞き手間で ガ イダ ン ス をした期間を，両矢印は ， トラ ン ポ リ ン遊 び を実施 した期間を示す．
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ン ス を実施 した後、撤去 したが、次第に生起 率

は 増加 して い っ た 。 しか し、ベ ー
ス ライ ン 期 と

比較す る と全体の 逸脱生 起数は低下 し、 4 〜 31

ブ ロ ッ ク の ST の ガ イ ダ ン ス が 無か っ た ブ ロ ッ

ク に お け る生起 率は、平均 32％ で あ っ た 。 32

ブ ロ ッ ク 目よ り、聞き手の 強化を変更 した とこ

ろ 、逸脱行動の 生起頻度が低下 して い き、32〜

48ブ ロ ッ ク にお ける逸脱行動 の 平均生起率 は、

19％ とな っ た 。 49ブ ロ ッ ク以 降、ベ ー
ス ラ イ

ン と同様の 強化 に戻 した 後の 逸脱行動の 平均生

起 率は 、 12％ とな っ た 。

　 3．報告の 反応時間まで の 潜時

　 ベ
ー

ス ラ イ ン 期 とプU 一
ブ 皿期 の 平均潜時 の

比 較 を Fig．3 に示 した 。 平均潜時 とは、聞 き手

が 「何見たの 」 と質問を開始 した時か らA 児が

報告する まで の 時間 （潜時）を、正 し く報告で

きた試行にお い て 算出し、そ の 合計時間を試行

数で 除 した値に 100を掛けた もの で ある。た だ

し、自発的に A 児が報告 を した場合は、潜時は

0 秒 と して カ ウ ン トした。ベ ー
ス ラ イ ン期で は

18試行 中 3試行 にお い て 正反応 がみ られ 、 そ

の平均潜時は 27．2秒 だ っ た 。

一・方、ベ ース ラ イ

ン と同条件で あ る プ ロ ーブ 皿 期 で は、24試行

中 23試行 に お い て 正 反応 が み られ 、そ の 平均

潜時は 1．8秒で あ っ た 。

　 4 ．報告行動の機能評価

　注意喚起条件期で の A 児 は 、 聞き手が フ ィ
ー

ドバ ッ クを返すま で 、 聞 き手の 前に回 り込ん だ

り、腕や 背中など聞き手の 身体 を触 っ た りしな

30

　 25
平

均 20

時
間

15

菘・°

）
　5

　 　 O

　　　　　　 BL期　　　　 プロ
ーブ皿期

Fig、3 ベ ー
ス ラ イ ン 期 とプ ロ ープ 皿期に お ける平

　　　 均潜時の 比較

が ら報告 を し続 ける行動 が観察 された 。 また、

注意喚起条件 の 18試行中、15試行に お い て 聞

き手の 目を見て 報告する様子が み られた 。

N ．考察

　 1 ．報告行動の成立

　本研 究で は、報告行動の 生起 に困難さが み ら

れた ASD 児 を対象 に、報告行動 の 成 立 に 必要

な指導条件の検討を行 っ た 。
ベ ース ラ イ ン期 を

通 した課題分析の 結果、A 児は 「報告対象の と

こ ろ へ 移 動す る」、 「聞 き手の と こ ろ へ 移動 す

る 」、「報告する 」 と い う単位行動の 生起に 困難

さがある こ とが明 らか とな っ た 。 そ の ため、「報

告する」行動 をまず標的 として 、 報告時に静止

画の 絵 カ ー ドを参照 させ る指導を行 っ た 。 しか

し、「報告する」行動が安定 して み られ る よう

に な っ て も移動 に お け る 逸脱行動は 生起 し続け

た ため、言語賞賛 の 強化 に聞 き手と トラ ン ポ リ

ン を跳 ぶ 活動 を追加 した 。 その 結果、い ずれの

単位行動 も形成 され、行動連鎖 が確立 した こ と

で 流暢 な報告行動が成立 した 。

　 ASD 児 は 、 叙述 的 な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の

生 起が 少な い とする観察結果が 示 され て い る

（Wctherby ＆ Prutting， 1984）が 、そ の 要因の
一

つ に、行動 レ パ ー
トリ

ー
が獲得 され て い な い こ

とが考 え られ る 。 他者の 社会的強 化 （般性条件

性 強化）が機能 しに くい こ とは指摘されて い る

が 、 報告行動その もの が生 起 しなけれ ば、強化

される機会が生 じない 。 報告行動の 生 起が見 ら

れ な い 場合に は、まず、先行事象となる事物や

出来事 （弁別刺激）を見て他者に報告する、と

い う一連 の 行動連鎖 を学習する こ とが 必 要で あ

る と考え られる 。

　本研究の A 児は、ベ
ー

ス ラ イ ン期で は、直前

に見た静止画 の 名前 を報告する 際 に 、 静止画以

外 の 内容 を表出 した り、 無反応 だ っ た りする様

子が観察された 。 その 様子か ら、弁別刺激 （静

止画） と報告行動 との 間に時間的 ・空 間的距離

が存在する こ とで 、報告行動の 行動連鎖が途切

れ て しまっ た と考え られた 。 その た め 、 第
一

に

「報告する」 とい う単位行動 を形成す る こ とを
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目的とした指導を実施 した 。

　「報告 する」行動 の 形成の ため 、介入 1 、 n

期で は静止画が 描かれ た絵 カー ドを使用 した

が 、 絵カ
ー

ドは聞き手の前で 報告 をする とい う

行動を生起 させ る弁別刺激の 機能を果た し た と

考えられた。介入 H期で実施 した、報告場面で

の 絵 カー ド参照手続 きが最 も効果が あ っ た と考

え られるが、介入 1 、H 期の 違い として、絵カ
ー

ドを選択する タイ ミ ン グが指摘 で きる 。 介入 工

期で は 、 呈示 され た刺激を見た後、報告場面で

絵カ
ー

ドを選択す る手続 きとなっ て い た 。 その

ため 、比較刺激 となる絵 カ ー ドが 、 見本刺激 （静

止画）が存在 して い ない 時点で 呈示 され た こ と

か ら、遅延見本合わせ （中島， 1995） と類似 し

た構造になっ て い た と言える 。 本手続きは、移

動の ガ イ ダ ン ス を行 い 始 め た 7 ブ ロ ッ ク 目以

降 、 効 果が み られ る よ うに な っ た 。 そ の た め 、

移動時に 生起 した 逸脱行動が 弁別を妨害して い

た と考 え られ、ガイ ダ ン ス を行うこ とで遅 延見

本合わせの 正 反応が上昇 した と考え られ た 。 介

入 1期 にお ける移動の ガ イダ ン ス 後 、 正 反応率

が 上昇した こ とか ら、逸脱行動の 防止によ る遅

延時間の 短縮 が、適切 な報告に影響 した とも考

え られ る 。 しか し、プ ロ
ー

ブ 1期で は その 効 果

が持続 しなか っ たた め 、 単 に時間経過に よ る困

難 さが生 じて い た とは考 えに くい 。

　介入 1期で の 報告行動は 、 弁別刺激 となる絵

カ
ー

ドが 聞 き手に よ り呈示され て い た た め 、 報

告と い うよ りは ネー
ミ ン グ （命 名）の ような機

能 とな っ て い た と考えられ る。そ の ため、絵 カ ー

ドが撤去 され た こ と で刺激性制御が 変容 し、報

告で きな くな っ た と考え られた 。

一
方、介入 ll

期で は 、 静止画が呈示 され て い る間に 絵 カ
ー

ド

を選択する 手続 きとなっ て い た。絵カ
ー

ドの 選

択で誤 る こ とはなか っ たた め 、 絵 カ ー ドを報告

場面に持 っ て行 くこ とで 、 静止画 と報告行動 と

の 時間的 ・空間的距離が解消 され るこ とに な っ

た 。 その ため 、 移動中に 逸脱行動が生起 し て も

それに よ っ て 報告が 妨害され る こ とは な く、介

入 H 期 で は 80％以上 の 正 反応率 を維持 で きた

と考え られ た 。 報告 の 直前 に A 児が絵 カー ドを

見る行動も観察されて お り、 絵 カー ドと聞 き手

が報告 を生起 させ るた め の 刺激性制御として確

立 して い っ たと考 えられた 。

　出口 ・山本 （1985）は、未獲得の 行動 レ パ ー

トリ ーを形成する ため には、まず集中的な訓練

が必要で ある として い る。報告言語行動の 行動

連鎖の うち 、 A 児 は直前に見た もの を表出する

行動が即時に生起 しなか っ た 。 介入 ll期で の 絵

カー ドは 、 報告時の 確実な弁別刺激 とな り、 報

告言語行動の 「報告す る」行動が 確立 して そ の

言語行動が 強化され る機会が増加 した 。 集中的

に報告行動 の 随伴性 が 強化 され る 本手続 きは 、

未獲得の 行動 レパ ー トリ
ー

の形成 におい て 有効

で あ っ た と考 えられ る。

　さらに 、
ベ ース ラ イ ン 期 と プ ロ ーブ 皿期にお

ける平均潜時を比較 した結果か ら、 表出の 流暢

性が上 が っ た こ とが推測 で きた。す なわち、刺

激 を報告する行動 に対す る集中的な指導は、報

告の ス ム ーズ な表出に対 して も効果 を示 した と

考えられ た 。

　報告行動の 生起は安定 したもの の 、 逸脱行動

は依 然 と して生 起 して い た 。 逸脱行動は 、 ST

の 顔 を見 なが ら走 り出す行動や 、エ ア コ ン の ス

イ ッ チ を押す行動で あ っ た た め、そ れ らが もた

らす強化 と比較 して 、 聞き手の 言語賞賛が十分

強化 として機能 して い な い こ とが考 え られた 。

特に、刺激を見て か ら戻る途中 （復路）で 逸脱

行動が 頻出 し て お り、聞き手に よる強化 を機能

化す る必要が あ っ た 。 そ こで本研究で は、「刺

激の と こ ろ へ 移動する」、「聞き手の と ころ へ 移

動する」行動 を形成す るた め 、 32ブ ロ ッ ク よ り、

言語賞賛だけで な く、聞き手 と両手 を繋 い で 向

か い 合 っ て トラ ン ポ リ ン を跳ぶ 強化 を追加 し

た。 トラ ン ポ リ ン は A 児 に とっ て使用頻度 の 高

い 遊び で あ り、 向か い 合 っ て跳ぶ こ とで聞 き手

が強化 メ デ ィ エ ーターとな りやすか っ た と考え

られ る 。 Koeg ¢ 1，　Vernon，　and 　Koege1 （2009）は、

強化子 をた だ提供 する場合 と比 較 して 、他者 と

相互作用の ある遊 び の 場合に社会的相互作用 の

始発が増加 した こ とを示 した 。 本研究の A 児に

お い て も、 トラ ン ポ リ ン に よ る強化後 、 逸脱行

一 147一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoclat 二lon 　of 　Dlsablllty 　Sclences ，　Japan

河 南　佐 和 呼 ・野 呂　文行

動の 減少だ けで な く、始め か ら聞 き手の 目を見

て報告する試行が 増加 した 。 さらに 、 プロ ー
ブ

皿期以 降の 強化 を 、
ベ ース ライ ン 期 と同様の机

上で の 言語賞賛や くす ぐりに戻したが、報告の

正 反応 率 は 80％以 上 を維持 し、逸脱行動 も低

い 水準を保 っ た 。 こ の こ とか ら、聞 き手が十分

な強化 メ デ ィ エ ータ ー
に なっ たと考えられ た。

　言語賞賛 で 強化 され な い 場合、 レス ポ ン デ ン

ト条件づ けの 原理 に基づ き、 既 に強化 子となっ

て い る刺激 と新 し い 刺 激 を対呈示す る こ とで、

強化機能をもたせ る 方法が ある （Dozier ，　Iwata，

Thomason −Sassi，　Worsdell，
＆ Wilson，2012）。 先

行研究にお い て は、対呈示の 効果が
一

定 しない

結果 とな っ て い る が 、 本研究で は言語賞賛の み

の 呈示 に なっ て も高 い 正 反応率を維持 し、対呈

示の 効果がみ られ た 。 そ の 理 出と して 、 Dozier

et　al ．（2012）が言語賞賛 と無関係 な食物 を強化

子 と して使用 して い た の に対 し、 トラ ン ポ リン

遊 び は言語賞賛や くす ぐりとい っ た行動が含ま

れた活動で あ っ た こ とが指摘 で きる 。 その ため 、

トラ ン ポリ ン で跳ぶ 行動をフ ェ イデ ィ ン グ して

も、 強化の 機能が維持 しやすか っ た と考 えられ

た 。

　 2．報告行動にお け る伝達機能の 評価

　注意喚起条件期で は 、 A 児の 報告 に対 してす

ぐに反応を示 さなか っ た 。 こ れ は、Brady　et　al．

（2005） が実施 した コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・ブ レ

イク ダウ ン の
“
Nonacknowledgment

”
に あた る 。

聞 き手 が 強化 を示す まで 報告 を繰 り返 した り、

自分 に注意 を向ける行動を示 した りす る様子 を

見せ た こ とか ら 、 A 児 の 報告行動 は 、

一一方的に

音声表 出 を して い たの で は な く、伝達機能を

伴 っ た報告とな っ て い た と評価で きた 。

　報告 は、他者か らの 社会 的強化に よ っ て 維持、

成立 する言語行動で ある 。 す なわ ち 、 伝達機 能

を伴 っ た報告 とは 、 報告行動の 強化が聞 き手に

よ る 強化で 生起 ・維持 されて い る こ とで示 され

る と考えられ る 。 A 児の 注意喚起条件期で 観察

され た行動か ら、聞 き手の 強化が報告行動の 結

果事象 とな っ て い たこ とが示唆 された 。 その た

め、成立 した報告行動 は、機能的に使用で きて

い た こ とが 明 らか とな っ た。

　 3 ．今後の課題

　 本研究で は、逸脱行動の 減少 と報告言語行動

の 関連性が示唆 されたが 、 そ の 因果関係まで は

明 らか にで きなか っ た 。
つ まり、 逸脱行動が生

起 したこ とで 報告で きな くなっ た の か、そ れ と

も、報告行動が レ パ ー トリ
ーと し て獲得され て

い なか っ たため に逸脱 して しまっ た の か 、明確

にで きなか っ た 。 本研 究は まず逸脱行動 に対 し

て 身体 ガ イ ダ ン ス を実施 し 、 「報告す る 」行動

の 形成 を優先 した指導であ っ た 。 しか し 、 報告

の 強化を十分機能化 させ る手続 きか ら実施す る

こ とで、報告行動が成立 した可能性が 考え られ

る 。 ASD 児の 報 告行動 を促進する た め に も、ど

の よ うな要因で 報告が生 じない の か、詳細 な検

討が今後必要で ある 。

　 も う一つ の 課題 と し て は 、報告言語 行動 の 目

常的 な成 立 の ため の 条件 を検討す る こ と で あ

る。1．i1本 （1997）は、 トレーニ ン グ場画 か ら教

室場面で の 生起の た め に、聞 き手 へ の 接近行動

が成立す る必要が ある こ とを指摘 して い る 。 し

か しA 児 の 場合、場所般化期 や注意喚起条件期

で の 様子か ら、刺激 を見て 聞 き手に接近す る こ

と は 可能で あ っ た。た だ し、様 々 な刺激が あ る

H 常環境 を想定した場 合、刺激 と聞 き手が 強 く

関連つ い て い る必 要が あ り、 さ ら に 聞き手か ら

の 強化価が 、 反応労力 の 高 い 報告行動が生起可

能な程 度に 強力で ある こ とが 重要 とな る 。 先行

す る行動の 強化歴に よ っ て 聞き手を選択す る こ

とを示 した井上 （1994）は、報告行動の 始発 が

強化 され るた め に強化歴 以外の 手が か りを学習

する必 要が ある として い る 。 本研究で は 、 離散

試行型手続 きで 実施 したた め 、 自動的に刺激が

呈 示 され 、弁別刺激を選択す る機会が なか っ た 。

今後は、弁別刺激 と聞 き手を関連づ ける こ とで 、

設定場面以外 にお い て も報告言語行動が 生起す

るか検討する こ とが 課題で ある 。
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A  Case  St"dy on  Teaching  Reporting Behaviors to a  Child with  Autism Spectrum Disorder:

                       Focusing on  Establishing Behavioral Chains

Sawako KAWAMINAMI'and  Fumivuki  NORO"        -

  The purpose of  the prcsent study  aiined  to examine  the effectiveness  of  an  intervention that fbcused

on  the behavioral chain  of reporting  behavior and  intensively trained each  behavior, The  participant

was  a  child  with  an  autism  spectrum  disorder who  could  not  report  what  he saw  to a  listener, and  he

also  showed  some  disruptive behaviors while  walking.  As  a result of  the intervention, he could

corrcctly report when  he selected  the stimulus  picture card  anci referred  to it in front of  the listener. On

the other  hand, he could  gradually moved  straight  directly bctwccn thc stimulus  and  the listener when

the listener changed  the reinfbrcement  t'rom verbal  praise to jumping on  the trampoline  with  him. Even

afier  the  picture card  was  rcmovcd  and  thc  rcinfbrccment  was  returncd  back to only  verbal  praise, his

reporting  behavior was  maintained  with  a  high percentage ofoccurrences.  In add{tien,  he tried to get

the listener's attention when  the ]istener pretended not to be aware  of  his reporting; therefore, {t was

clear  that his reponing  behavior was  caused  and  rnaintained  by the reinfbrcement  the listener provided.

We  discussed thc effect  ofthis  training method  that foeused on  the behavioral chain.

Key  words:autism  spectnim  disorder, reporting  behavior, behavioral chains
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